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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本論文は、現代世界経済の構造形成に国際労働移動が従来認識されていたよりもはるかに大きな重
要性をもっていたと主張し、従来からの資本移動や貿易構造の視点から経済分析するという方法に新
たな視点を追加する必要を提示するものである。論文は 3部から構成される。第一部はマルクス経済
学の伝統的理論に対し、帝国主義の時代は世界的労働移動の時代であるという視角から、この政治経
済学理論が政治経済的重要現象である国際労働移動を適切に扱えなかったと考え、その不毛性の根本
原因を探究する（第１章）とともに、国際労働移動に関する現代の欧米の代表的文献についてもその
問題点を提起する（第 2・3 章）。即ち労働移動を資本移動と連関させる古典的理論（B・トーマス）
およびその近年の重要な継承成果である D・ベインズの理論を吟味し、更に実質賃金の世界的収斂に
強調点をおく J・ウィリアムソンの研究の射程と限界を探っている。第二部は、著者が国際労働移動
を重視する視角を提示するに至った過程を示す論文群からなる。それは南アフリカにおける金鉱業を
成長のエンジンとする著しい経済発展が、なぜアパルトヘイト体制を生み出すことになったのかとい
うことであった。ヨーロッパにおいては 1980 年代に、このテーマに関する経済史研究が飛躍的に発
展したが、この新しい研究動向に触発されたものでもある。第 3章は非白人労働の役割の重要性にス
ポットを当てるという当時わが国においても注目された試みの一部であったが、ここではいかに南ア
フリカ外部からの移動労働が金鉱業発展に重要であったかを論じている。第 4章も新しい実証的アフ
リカ研究及び経済人類学研究の成果を取り入れたものだが、素材を牛の前貸制にとって伝統的な収奪
関係論（或いは従属理論）中心の視角とは異なる分析方法を提示する。第 5章では、一つの理論的到
達点として、グローバルな労働力移動の様相がしばしば地域経済の発展の成否を握っており、その変
遷の中で特有な経済構造が形成されること、またそれらに規定された政治的権力関係から生じる妥協
的な経済政策の在り方が国内経済構造のその後の推移に決定的に重要であったとする。第三部は現在
における国際移動の概観図を示し、現代経済におけるその意味を問う試みである。第６章はドイツを
中心としたヨーロッパをめぐる人の移動を扱う。それは旧社会主義経済圏の崩壊に規定されているも
のとしつつも、特に経済政策の在り方に一定の政策的含意があり、そうしたことの複合的結果として
事態の推移が説明される。第７章はアジアの 1997 年経済危機前後の変化を扱う。UN・ESCAP の理論
家たちが強調する Deskilling 及び女性化を紹介しているが、他面でアジアの人々の考えの中には世
界の他地域に比べ家族の比重が大きいことも指摘している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文の基本的な主張は、国境を超える人の移動－特に労働移動＝国際労働移動が、現代世界の
経済構造形成に大きくかかわっているということを明らかにしようとするものである。従来の世界経
済の分析は資本移動や貿易構造の分析からアプローチするものがほとんどであったが、本論文はこれ
に新たな視点を提示しようとするものである。 
論文の構成は全体で三部（7 章）からなる。 
第一部では古典的マルクス理論および近年の国際労働移動論に対する理論的検討をおこなってい
る。 
第 1 章ではマルクス経済学の伝統的理論＝帝国主義論に対し、帝国主義の時代は世界的労働移動
の時代であるという視角から、「すぐれて政治経済学であるべき伝統理論がこの政治的に重要な含意
を持つはずの国際労働移動現象を適切に扱えない」ことを批判的に探究している。 
第 2 章では欧米の労働移動に関する代表的文献についてもその有用性の有無を検証している。こ
こでは B・トーマス、D・ベインズの理論にも批判的な視角から検討を加えている。更に、経済的収
斂理論の立場から、国際労働移動による実質賃金の世界的収斂に強調点をおく J・Ｇ・ウィリアムソ
ンの研究にも触れている。 
第二部は国際労働移動が一国の経済体制成立の重要因となった一つの典型的な事例として 20 世紀
初頭の南アフリカの地域経済体制を扱っている。 
第 3 章では「南アフリカにおける金鉱業を成長のエンジンとする著しい経済発展が、なぜアパル
トヘイト体制を生み出すことになったのか」を、探ろうとする試みである。世界経済システムの形成
における非白人労働の役割の重要性にスポットを当てるという当時日本において注目された試みの
一部であるが、いかに南アフリカ外部からの原住民労働調達が金鉱業発展に決定的に重要であったか
を論じている。 
第 4 章は経済人類学研究の一部の成果を取り入れて、社会的交換論から牛の前貸しシステムを例
にして原住民労働調達の意味を分析している。 
第 5 章では南アフリカの事例から得た一つの理論的到達点として、「世界資本主義システムの中で
はグローバルな労働力の確保の問題がしばしば最も重要な地域経済の発展の成否を握るものであり、
その過程の中でいびつな経済構造が形成されることは経済合理的に起こりうることであること、それ
はとりもなおさず国際労働移動の在り方及びその「管理」方法更に政治的権力関係から生じる妥協的
な経済政策の在り方が以後の重要な各国内経済構造のその後の推移に決定的に重要であること」を示
そうとしている。国際労働移動をめぐって生じる経済政策の推移が、資本移動・貿易構造の問題に劣
らず一地域の経済構造形成に決定的重要であることを示すものと主張している。 
第三部では近年のヨーロッパとアジアにおける労働移動をめぐる経済状況を考察し、全体的な国際
移動状況の見取り図を得ることに力点がおかれている。 
第６章では多くの研究が累積されつつあるヨーロッパにおける人の移動（難民移動も含む）を紹介
している。特にその移動の最大の中心点であるドイツにおける状況を、特にドイツの研究者の文献を
参照しながら検討を加えている。基本的な状況認識としては「この国際移動は、旧社会主義経済の崩
壊の余波に規定されているもの」としつつも、その中でのドイツ経済政策の在り方に一定の政策的含
意があり、そうしたことの複合的結果として事態を分析している。 
第７章では、アジア諸国の最新の状況を探ろうとするものである。特に 1997 年のいわゆるアジア
経済危機前後の変化をアジアにおけるこの分野の代表的研究機関であるバンコクの ARCM とマニラ
の SMC の資料によって分析している。 
このように大西威人氏の申請論文は理論的考察を加えた第一部、南アフリカを事例とするフィール
ド分析の第二部、ドイツとアジアの労働移動を分析した第三部から構成されるのであるが、従来個々
には研究の蓄積を持つ国際労働移動を理論的且つ実証的に総合的に考察しようとする極めて意欲的
な試みである。この三部構成は一部が理論・方法論であり、二部が歴史実証であり、三部が現状分析
という宇野三段階論に対応した構成になっている。従来日本と世界で充分には研究されていない分野
を開拓しようとする意欲的な著作であり、大きな学術的価値を有するものと思う。もちろんこのよう
に大きな課題は一人でまた一冊の書物で答えられるものではない。副論文 The Shape of East Asian 
Economy to Come: Lonely Rhetoric or Global reality など精力的な論考に見られるように大西氏は
その後も国際労働移動の研究を継続的に続けており、その意味でもこの分野の一人のパイオニアとい
える。以上により提出論文は経済学博士の授与に値するものと認めるものである。 
